
ごみ減量目標と実績について

【資料３】



はじめに
湖北広域行政事務センターの一般廃棄物処理事業
①ごみ

構成市（長浜市・米原市）内のごみのうち、構成市から依頼があったごみ集積所に出されたごみを収集し
運搬すること。また、処分する処理施設の設置、管理及び運営に関すること。

②し尿・浄化槽汚泥

構成市内のし尿及び浄化槽汚泥を収集し運搬すること。また、処分する処理施設の設置、管理及び運営に
関すること。
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ごみ処理の流れ（令和4年度実績）
~可燃・不燃・粗大ごみ~

当センターのクリスタルプラザ、クリーンプラン

トで処理・処分・再資源化(一部直接業者引取)してい

ます。※伊香クリーンプラザは一時保管のみ

3

集積所収集・施設へ持込 最終処分・資源化

2t 資源回収業者 （売  却）

33,119t 36,440t 4,228t

資源回収業者 （売  却）

160t

3,000t ※

2,819t 456t

831t

4,514t

715t

資源回収業者 （売　却）

41t

2,151t .

1t

認定事業者（売　却）

中間処理・一時保管

羽毛布団 羽毛布団・ダウンジャケットなど

大阪湾広域臨海環境整備センター
(埋立処分）

可燃ごみ クリスタルプラザ-焼却処理
（可燃ごみ＋可燃性粗大ごみ＋選別残渣※）

焼却灰

87t

落じん灰 貴金属（銅、銀）

選別可燃物

不燃ごみ 直接埋立ごみ(ガレキ類）

余呉最終処分場
ウイングプラザ最終処分場（埋立処分）不燃物

粗大ごみ（可燃性粗大ごみ含む）

1t

希少金属・銅金など

クリーンプラント破砕処理

鉄類

鉄筋・金属部品、スチール缶など

アルミ類
41t

可燃性粗大ごみ

(布団、畳類）
切断処理

自転車

小型電化製品



~資源ごみ~
集積所収集・施設へ持込 最終処分・資源化

資源ごみ

700t

認定事業者（売　却）

250t

資源回収業者 （引　渡）

51t

認定事業者（売　却）

48t

99t

31t 資源回収業者 （売　却）

161t

1,109t

再資源化業者　(引　渡）

901t

315t

資源回収業者 （売　却）

315t

2,300t

資源回収業者 （売　却）

241t

224t

資源回収業者 （売　却）

4t

ガス抜き処理 他の不燃と同様に機械選別により鉄、不燃に選別

47t

資源回収業者 （引　渡）

11t

資源回収業者 （引　渡）

四捨五入により合計値が異なります。

ガラスびん、ガラス繊維など

ガラスびん
無色・茶色・その他有色

クリスタルプラザ・伊香クリーンプラザ

 （一時保管）
739t

クリスタルプラザ （一時保管）

紙パック
テイッシュ・トイレットペーパー

古布（古着） 273t
古着・ウエスなど

ペットボトル
衣類、ボトル類、おもちゃなど

発泡スチロール クリスタルプラザ　(選別・溶融固化処理)
食品トレイ・プラスチック製品

※

選別残渣
クリスタルプラザにて焼却

プラスチック製容器包装 クリスタルプラザ　(選別・圧縮梱包処理)
プラスチック製品

アルミ缶・スチール缶
スプレー缶類

224t

ｽﾁｰﾙ缶、ｱﾙﾐ缶、鉄筋、ｻｯｼなど

古紙
(新聞、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、雑誌・ﾁﾗｼ)

2,300t

新聞,コピー用紙,紙箱,段ボールなど

中間処理・一時保管

ライター クリーンプラント破砕処理

使用ずみ乾電池類 44t

製鉄原料

使用ずみ蛍光管 10t
ガラス原料、アルミ原料など

クリスタルプラザ

（一時保管）

クリーンプラント

（一時保管）
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ごみ排出量の推移

44,681t 46,031t 46,329t 46,112t 44,520t

昨年度は、令和元年度比で総ごみ量は約3,000ｔ減少

770g

798g

808g
811g

790g

772g

740g

750g

760g

770g

780g

790g

800g

810g

820g

0t

5,000t

10,000t

15,000t

20,000t

25,000t

30,000t

35,000t

40,000t

45,000t

50,000t

H29 H30 R1 R2 R3 R4

管内（長浜市・米原市）のごみ量推移

可燃ごみ 不燃ごみ 粗大ごみ 資源ごみ 一人１日当たりのごみ総排出量

43,199t
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■令和4年度ごみ量 単位:kg

長浜市 米原市 合計

家庭収集 15,423,030 5,165,170 20,588,200

家庭持込 1,192,520 330,410 1,522,930

事業持込 8,387,377 2,148,273 10,535,650

公用持込 396,610 75,160 471,770

合計 25,399,537 7,719,013 33,118,550

家庭収集 1,381,340 546,530 1,927,870

家庭持込 399,430 133,650 533,080

公用 338,570 19,410 357,980

合計 2,119,340 699,590 2,818,930

家庭収集 596,160 221,270 817,430

家庭持込 895,380 294,080 1,189,460

公用 127,590 16,960 144,550

合計 1,619,130 532,310 2,151,440

3,693,830 1,415,778 5,109,608

32,831,837 10,366,691 43,198,528

115,358 37,917 153,275

■資源ごみ内訳 単位：kg

長浜市 米原市 合計

228,810 86,060 314,870

76,310 22,390 98,700

37,690 13,680 51,370

ア ル ミ 57,193 16,077 73,270

ス チ ー ル 113,880 36,910 150,790

無 色 231,630 67,840 299,470

茶 色 217,480 65,340 282,820

そ の 他 91,880 25,710 117,590

新 聞 357,160 160,410 517,570

ダ ン ボ ー ル 633,710 243,320 877,030

雑 誌 624,900 280,540 905,440

183,100 66,510 249,610

795,500 313,570 1,109,070

34,583 12,647 47,230

1,980 1,640 3,620

8,024 3,134 11,158

3,693,830 1,415,778 5,109,608合計

古布

プラスチック製容器包装

使用ずみ乾電池類

ライター

使用ずみ蛍光管

缶

ガラス

古紙

ペットボトル

発泡スチロール

紙パック

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

総ごみ量合計

人口（10.1現在）

ごみ処理実績表（R1・R4対比）
■令和元年度ごみ量 単位:kg

長浜市 米原市 合計

家庭収集 15,955,050 5,110,860 21,065,910

家庭持込 1,469,450 351,660 1,821,110

事業持込 9,418,751 2,439,169 11,857,920

公用持込 475,300 124,330 599,630

合計 27,318,551 8,026,019 35,344,570

家庭収集 1,446,950 539,450 1,986,400

家庭持込 708,820 203,020 911,840

公用 265,980 28,990 294,970

合計 2,421,750 771,460 3,193,210

家庭収集 587,310 204,960 792,270

家庭持込 1,141,240 313,750 1,454,990

公用 92,040 13,560 105,600

合計 1,820,590 532,270 2,352,860

3,909,867 1,528,515 5,438,382

35,470,758 10,858,264 46,329,022

118,103 38,992 157,095

■資源ごみ内訳 単位：kg

長浜市 米原市 合計

211,420 79,210 290,630

62,400 15,950 78,350

40,480 14,280 54,760

ア ル ミ 45,750 15,170 60,920

ス チ ー ル 124,450 42,250 166,700

無 色 247,980 80,560 328,540

茶 色 222,660 71,810 294,470

そ の 他 91,040 26,960 118,000

新 聞 409,090 182,760 591,850

ダ ン ボ ー ル 618,860 240,200 859,060

雑 誌 764,070 338,270 1,102,340

200,950 85,840 286,790

818,720 318,620 1,137,340

40,040 11,680 51,720

1,830 1,710 3,540

10,127 3,245 13,372

3,909,867 1,528,515 5,438,382

ライター

使用ずみ蛍光管

合計

ガラス

古紙

古布

プラスチック製容器包装

使用ずみ乾電池類

ペットボトル

発泡スチロール

紙パック

缶

総ごみ量合計

人口（10.1現在）

資源ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ
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湖北広域行政事務センター一般廃棄物処理基本計画

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（一般廃棄物処理計画）
第６条

市町村は、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければ
ならない。

２ 一般廃棄物処理計画には、当該市町村の区域内の一般廃棄物の処理に関し、
次に掲げる事項を定めるものとする。
一 一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み
二 一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項
三 分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分
四 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項
五 一般廃棄物の処理施設の整備に関する事項

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、センター管内（長浜市・米原市）から発生す
る一般廃棄物（ごみ及び生活排水）の処理に関する計画であり、減量化や適正処理等に関する
施策の方向性を定める計画となります。
廃棄物処理行政を取り巻く社会情勢の変化や湖北広域行政事務センター処理施設の整備方針

等を考慮し、改めて方向性を定めるため、平成27年3月に策定した一般廃棄物処理基本計画を
令和２年に改定しました。
（計画期間 令和２年度～令和１１年度の１０年間 概ね５年で見直し）
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ごみの減量目標について

ごみ減量目標値
基準年

（平成29年度）
中間目標

（令和6年度）
最終目標

（令和11年度）

目標①
一人1日当たりのごみ
総排出量

７７５g/人日 ７４７g/人日 ７３０g/人日

目標②
一人1日当たりの家庭
系ごみ排出量
（資源ごみを除く）

４５７g/人日 ４３５g/人日 ４４０g/人日

目標③ 事業系ごみ排出量 １２，４７７t/年 １２,０８４ｔ/年 １１，８００ｔ/年

目標④ 焼却処理量 ３６，８５５t/年 ３４,７７０ｔ/年 ３４，４００ｔ/年

目標⑤ 最終処分量 ９４ｇ/人日 ９２g/人日 ８２g/人日

一般廃棄物処理基本計画では５つの目標を設定し、ごみ減量のための施策
を実施しています。
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目標① 一人1日当たりのごみ総排出量
（家庭＋事業所・官公庁）

（収集ごみ＋施設への持込ごみ＋集団回収ごみ）÷ 長浜・米原の人口 ÷ 365日＝一人1日当たりのごみ総排出量

中間目標値（R6） ：747g/人日 実績値（R4）：772g/人日
  計画目標値（R11）：730g/人日    

 総排出量は減少しつつありますが、一人１
日当たりのごみ総排出量を見ると中間目標
の達成が厳しい状況です。

 ごみ減量に関する広報や施設へのごみ搬入
手数料を改定した効果はありますが、一人
当たりの量を求めるとまだごみ減量をして
いく必要があります。770g

798g
808g 811g

790g

772g

720g

730g

740g

750g

760g

770g

780g

790g

800g

810g

820g

H29 H30 R1 R2 R3 R4

一人１日当たりのごみ総排出量

一人１日当たりのごみ総排出量 目標値(R6年度)
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センター管内の人口と世帯数の推移
人口は減少傾向にありますが、世帯数は毎年増加しています。

58,000世帯

58,500世帯

59,000世帯

59,500世帯

60,000世帯

60,500世帯

61,000世帯

61,500世帯

62,000世帯

62,500世帯

150,000人

151,000人

152,000人

153,000人

154,000人

155,000人

156,000人

157,000人

158,000人

159,000人

160,000人

H29 H30 R1 R2 R3 R4

人口 世帯数

H29 H30 R1 R2 R3 R4

人口 159,010人 158,012人 157,095人 155,730人 154,322人 153,275人

世帯数 59,601世帯 60,126世帯 60,872世帯 61,241世帯 61,613世帯 62,251世帯
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 目標①と同様に中間目標達成は、厳しい状況
です。ただ、昨年度実施した住民アンケート
にて、ごみ減量への取組みに関する設問で回
答があった1,189件のうち、ごみを減らすこ
とは可能との回答が80%ありました。令和11
年度の目標に向け、ごみ減量に向けた周知、
施策を実施していきます。

457g

482g
489g

505g

489g

475g

435g 435g 435g 435g 435g 435g

420g

430g

440g

450g

460g

470g

480g

490g

500g

510g

H29 H30 R1 R2 R3 R4

一人１日当たりの家庭系ごみ排出量

（資源ごみを除く）

実績値 目標値(R6年度)

目標② 一人1日あたりの家庭系ごみ排出量
（資源ごみ除く）

（家庭系収集ごみ（資源以外）＋施設への家庭持込ごみ）÷ 長浜・米原の人口 ÷ 365日＝一人1日当たりのごみ総排出量

中間目標（R6）  ：435g/人日 実績値（R4）475g/人日
計画目標（R11）：440g/人日
※R10からプラスチック製容器包装と発泡スチロールの分別区分が可燃ごみに変更するため、中間目標値より排出量は多くなる設定。
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目標③ 事業系ごみ排出量（事業所・官公庁）
中間目標（R6）  ：12,084ｔ/年 実績値（R4）：11,510ｔ

 計画目標（R11） ：11,800ｔ/年

12,447t

12,629t

12,858t

11,917t
11,691t 11,510t

11,000t

11,500t

12,000t

12,500t

13,000t

H29 H30 R1 R2 R3 R4

事業系ごみ量排出量

実績値 目標値(R6年度)

 令和元年度をピークに減少。

 令和３年度に計画目標値を達成。

 令和3年度の搬入手数料の改定効果も
あり、減少傾向が昨年度も継続。

 社会活動が通常に戻りつつある令和5

年度、令和6年度がコロナ後を反映す
る年と考え推移を注視。

 引き続き、事業系ごみの減量に向け
周知するとともに不適正なごみ搬入
を防止するための搬入物検査を実施
していきます。
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 中間目標の達成は厳しいものの、着
実に焼却処理量は減少。

 令和3年度に開始した羽毛布団のリサ
イクルのように、クリスタルプラザ
（焼却施設）、クリーンプラント
（粗大ごみ処理施設）に搬入される
ごみからリサイクルできる品目がな
いか検討を進めます。

 羽毛布団リサイクル売却実績

令和3年度 2041枚 524,700円

令和4年度 2105枚 549,175円

36,884t

37,780t

38,894t
38,446t

37,316t

36,440t

30,000t

31,000t

32,000t

33,000t

34,000t

35,000t

36,000t

37,000t

38,000t

39,000t

40,000t

H29 H30 R1 R2 R3 R4

焼却処理量

実績値 目標値(R6年度)

目標④ 焼却処理量（ｸﾘｽﾀﾙﾌﾟﾗｻﾞで燃やすごみ）

中間目標（R6）  ：34,770ｔ/年 実績（R4）：36,440ｔ
計画目標（R11）：34,400ｔ/年
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 減少傾向にあるものの、中間目標の達
成は厳しい状況です。

 令和3年度から実施している落じん灰
のリサイクルや羽毛布団のリサイクル
を継続し、焼却処理量を減らことによ
り最終処分量の減少を進めるほか、不
燃ごみ、粗大ごみの排出抑制に向け市
民への周知をしていきます。

落じん灰売却実績（11,000円/ｔ）

令和3年度 29.26ｔ 321,860円

令和4年度 87.25ｔ 959,750円

94g

106g

104g

107g

102g

99g

80g

85g

90g

95g

100g

105g

110g

H29 H30 R1 R2 R3 R4

一人1日当たりの最終処分量

実績値 目標値(R6年度)

目標⑤ 最終処分量（埋立地に埋めるごみ）
（焼却灰＋破砕選別不燃＋ガレキ）÷長浜・米原人口÷365日＝一人1日当たりの最終処分量

中間目標（R6）  ：92g/人日 実績値：99g/人日
計画目標（R11）：82g/人日
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数値目標との比較一覧

ごみ減量目標値
中間目標

（令和6年度）
実績値

（令和4年度）
進捗状況

中間目標
との比較

目標① 一人1日当たりのごみ総排出量 ７４７g/人日 ７７２g/人日 × ２５ｇ多い

目標②
一人1日当たりの家庭系ごみ排出
量（資源ごみを除く）

４３５g/人日 ４７５g/人日 × ４０ｇ多い

目標③ 事業系ごみ排出量 １２,０８４ｔ/年 １１,５０９ｔ/年 ◎ ５７５ｔ少ない

目標④ 焼却処理量 ３４,７７０ｔ/年 ３６,４４０ｔ/年 × １，６７０ｔ多い

目標⑤ 最終処分量 ９２g/人日 ９９g/人日 × ７ｇ多い

ごみ総排出量は、減少傾向にありますが、令和4年度
実績にて中間目標を達成している項目は、目標③のみ
に留まります。引き続き、構成市と連携してごみ減量
化への取組みを検討し実施していく必要があります。

40000

41000

42000

43000

44000

45000

46000

47000

H29 H30 R1 R2 R３ R４ R5 R6

ごみ総排出量 実績値と推計値（目標）との差

実績 目標

15



ごみ減量への取組みについて（～4年度）

令和2年1月 一般廃棄物処理基本計画改定（※令和6年度に改定着手予定）

令和3年4月 粗大ごみとして出された羽毛布団のリサイクル開始

⇒ 焼却処理量の減、最終処分量の減

令和3年7月 一般廃棄物搬入手数料の改定

   （家庭ごみ40円/10㎏⇒80円/10㎏ 事業所ごみ130円/10㎏⇒190円/10㎏）

  

 令和3年8月 ごみ分別アプリの対応言語追加

中国語、ベトナム語を新たに追加し、

適正排出や減量化の啓発ツールとして活用。

令和3年10月 落じん灰のリサイクル開始

⇒ 最終処分となる焼却灰の発生抑制

 

 

 

センター管内から収集・持込された

可燃性粗大ごみから羽毛布団を抜き

出します。 

 ピックアップした羽毛布団を一時保

管し、一定量溜まったら再生業者に

売却します。 

 

 

 

 

クリスタルプラザでの回収のしくみ  ※参考：引取業者エコネコル HPより 

選別・濃縮後の落じん灰 
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ごみ減量への取組みについて（令和5年度）
令和5年4月 湖北広域行政事務センター公式ＬＩＮＥ導入。

住民アンケートでは、若い世代のごみへの関心や分別アプリの認知度が低く、他の年代よ

り低い結果でした。LＩＮＥ導入によって、幅広い年代にごみに関する情報を発信できる体

制を強化します。

⇒ ごみに関する情報に触れていただく機会を増やし、ごみ減量につなげていきます。

8月 ごみ収集用指定袋（家庭用・事業所用）にバイオマス原料25％配合したごみ袋を導入。

市民・事業者の環境への意識向上を図ります。⇒脱炭素への取組

台風・大雪など
荒天時のごみ収
集の中止お知ら
せ

新施設整備状況
のお知らせ

ごみ減量・分別
情報…

公式LINE QRコード
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ごみ減量への取組みについて

パソコン、小型家電、モバイルバッテリーの新たな処分方法のご案内を開始。

これまで：パソコン ⇒ 住民が販売店へ持込し引き取り依頼・メーカーへの回収依頼

小型家電 ⇒ バケツなどの不燃ごみと同様に月1回不燃ごみとして収集 セン

ター施設にてピックアップ回収しリサイクル業者に引き渡し

モバイルバッテリー ⇒ 月2回資源ごみ（電池類）収集に出す。

令和5年9月

環境省・経済産業省認定のリネットジャパンリサイクル㈱と小型家電リサイクル・宅配回収に関
する協定を締結。（長浜市、米原市、センター、リネットジャパンリサイクル㈱の4者協定）

外出することなく、パソコンの引き取りと回収を依頼することができます。（別紙ﾁﾗｼ参照）

協定の効果：①住民サービスの向上（電話、FAXでも申し込みが可能に）

②小型家電がリサイクルに回ることにより、不燃ごみとしての排出抑制に期待。

③小型家電等に含まれるリチウムイオン電池を起因とした収集車両の火災発生

防止に寄与。
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モバイルバッテリー等に含まれるリチウムイオ
ン電池について
 令和４年度は、リチウムイオン電池を原因とした不燃ごみ収集車両の火災が2件発生。

 スプレー缶を原因とした車両火災もゼロにはなっていませんが、リチウムイオン電池
を起因とする車両火災が発生するケースが出てきており、収集員の安全確保、集積所
付近の安全のため、リチウムイオン電池が含まれる小型家電の適正処理を進める必要
があります。

消防による出火原因検証
（1件目）

焦げたモバイルバッテ
リー（1件目）

破裂したと思われるモバ
イルバッテリー（2件目）
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モバイルバッテリーの発火実証実験動画（独立行政法人製品評価技術基盤機
構提供）
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ごみ指定袋制度の定期点検

平成20年10月に1枚目から有料制とする単純従量制度を導入。

可燃ごみ 45ℓ袋 450円/10枚 30ℓ袋300円/10枚 20ℓ袋200円/10枚の３種類

不燃ごみ 45ℓ袋 450円/10枚 30ℓ袋300円/10枚 の2種類



有料化の導入経過（平成20年10月）

超過量有料制（一定枚数を無料配布）から単純従量制（1枚目から有料）へ

センターでは、平成20年10月から家庭用可燃ごみ指定袋と家庭用不燃ごみ指定袋の単純従
量制を開始しています。

導入の目的

住民がごみ処理費用の一部を負担することにより、ごみ問題への意識を高め、不要なもの
の買い控えや、再生利用を促進することでごみの排出量を削減するところにあります。また、
ごみの排出量に応じた費用負担の公平化や環境保全への貢献が図れるとともに、財政負担の
軽減にもつなげるものです。

「単純従量制（ごみの排出量に比例した手数料制度）」

住民自らがごみ処理費用を目に見える形で負担することで、経済的インセンティブ（動機
付け）が働くこととなり、次のような効果が期待されます。

① ごみの排出抑制と再生利用の促進 

② 排出量に応じた費用負担の公平化 
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ごみ指定袋制度検討委員会からの答申（抜
粋）平成20年1月
 指定袋の価格

ごみ指定袋の価格は、次の各事項を総合的に判断し委員会で採決した結果、可燃ごみ指定
袋45ℓ袋45円、30ℓ袋30円、20ℓ袋20円、不燃ごみ指定袋45ℓ袋45円、30ℓ袋30円にすること
が望ましい。 ⇒ 1リットル1円の価格設定。

（１）ごみ処理費用の一定割合

ごみ処理費の1/4から1/3の負担を求めている市町村が多くなっています。

（２）近隣市町のとの価格バランスおよび先進自治体の事例

価格の低い方にごみが越境するのを避けるため、できるだけ近隣の市町との価格の

整合性を図る必要があります。また、先進自治体の事例を参考とします。

（３）ごみの減量効果

インセンティブがある程度働く価格にする必要があります。

（４）住民の受容限度額

住民の協力が得られるように、受容限度額を超えないよう考慮する必要があります。
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有料化導入後の可燃・不燃ごみ収集量

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

22,000

22,500

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

可燃ごみ収集量

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

不燃ごみ収集量

施
設
統
合

可燃ごみ
平成２０年度のごみ袋の有料化によ
り、平成２１年度は、3.5％可燃ごみ
が減少しました。
（20,287ｔ→19,596ｔ）
平成22年1月に長浜市の合併により
収集量が増えたことをはじめ、年度
によって収集量が多い年はあるもの
の、総じて減少傾向にあります。

不燃ごみ
翌年の平成２１年度は、約5％不燃
ごみ収集が減少しました。
（2,352ｔ→2,233ｔ）
可燃ごみと同様の収集量の推移をし
ていますが、令和4年度は有料化以
降最も収集量が少ない1,928ｔとな
りました。

10

月
有
料
化

施
設
統
合

10

月
有
料
化
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ごみ処理に係る費用の比較（Ｈ18・Ｒ４）

長浜市合併前の平成18年度
と比較しても、ごみ量は減
少しています。
一方、施設は竣工から年数
が経過し維持管理費が増加

平成18年度（有料化を検討した当時のごみ処理費用）

可燃 不燃・粗大ごみ
可燃ごみ収集経費 205,518,133円 0円 205,518,133円

不燃ごみ収集経費 0円 25,689,767円 25,689,767円

伊香地域収集経費 0円 0円 0円

業務管理（人件費） 16,048,602円 2,006,075円 18,054,677円

合計 221,566,735円 27,695,842円 249,262,577円

可燃ごみ処理費 408,974,450円 408,974,450円
不燃ごみ処理費 0円 0円
最終処分場費 293,946,599円 293,946,599円
業務管理（人件費） 48,172,473円 60,215,591円 108,388,064円

合計 457,146,923円 354,162,190円 811,309,113円

可燃ごみ 不燃・粗大ごみ 合計
21,534,360kg 2,689,630kg 24,223,990kg

0kg 931,930kg 931,930kg
1,992,460kg 1,992,460kg

14,190,980kg 2,128,780kg 16,319,760kg
37,717,800kg 5,750,340kg 43,468,140kg

12.1円
10.3円
22.4円

61.6円
10.3円
71.9円

18.7円
16.7円
10.3円
27.0円

6kg
162.2円

27.7%

不燃ごみ1kg当たりの収集費用
不燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ1kg当たりの処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの収集費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

ごみ指定袋（大）平均重量
一袋当たり経費

販売価格÷一袋当たり経費

不燃ごみ・粗大ごみ1kg当たりの処分費用

収

集

経

費

処
分
経
費

項目
ごみ袋収集運搬量
粗大ごみ収集運搬量
各施設からの選別戻量
施設へのごみ持込量
総ごみ処理量

可燃ごみ1kg当たりの処分費用
可燃ごみ1kg当たりの収集費用

可燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

区分
ごみ種別の処分原価

処分原価の合計 可燃 不燃・粗大ごみ
可燃ごみ収集経費 311,279,858円 311,279,858円

不燃ごみ収集経費 38,909,982円 38,909,982円

伊香地域収集経費 8,810,301円 1,101,288円 9,911,589円

業務管理（人件費） 21,560,846円 2,695,106円 24,255,952円

合計 341,651,005円 42,706,376円 384,357,381円

可燃ごみ処理費 821,942,667円 821,942,667円
不燃ごみ処理費 156,009,783円 156,009,783円
最終処分場費 62,322,099円 62,322,099円
業務管理（人件費） 39,224,201円 33,543,655円 72,767,856円

合計 861,166,868円 251,875,537円 1,113,042,405円

可燃ごみ 不燃・粗大ごみ 合計
20,588,200kg 1,927,870kg 22,516,070kg

160,200kg 657,230kg 817,430kg
3,161,350kg 3,161,350kg
12,530,350kg 2,225,070kg 14,755,420kg
36,440,100kg 4,810,170kg 41,250,270kg

23.6円
16.6円
40.2円

52.4円
22.2円
74.5円

27.0円
25.7円
17.1円
42.8円

6kg
256.6円
17.5%

不燃ごみ1kg当たりの収集費用
不燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ1kg当たりの処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの処分費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの収集費用

可燃ごみ・不燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

ごみ指定袋（大）平均重量
１袋当たり経費

販売価格（45円/枚）÷１袋当たり経費

不燃ごみ・粗大ごみ1kg当たりの処分費用

収

集

経

費

処
分
経
費

項目
ごみ袋収集運搬量
粗大ごみ収集運搬量
各施設からの選別戻量
施設へのごみ持込量
総ごみ処理量

可燃ごみ1kg当たりの処分費用
可燃ごみ1kg当たりの収集費用

可燃ごみ1kg当たりの収集・処分費用

令和4年度ごみ処理費用

区分
ごみ種別の処分原価

処分原価の合計

ごみ処理費用は増
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県内自治体のごみ袋販売価格（大袋での比較）
26

県内他自治体のごみ指定袋及び搬入手数料状況

自治体
家庭用可燃ごみ指定袋
（大袋・販売価格）

1L当たりの金額 有料化の有無※1 自治体
家庭用可燃ごみ指定袋
（大袋・販売価格）

1L当たりの金額 有料化の有無

野洲市 42L・480円/10枚 1.14円 あり　単純従量制 大津市 45L・オープン価格 － なし

栗東市 45L・500円/10枚 1.11円 あり　単純従量制 近江八幡市 45L・250円/30枚 0.185円 なし

守山市 45L・450円/10枚 1円 あり　単純従量制 草津市※２ 45L・150円/10枚 0.33円 なし

センター 45L・450円/10枚 1円 あり　単純従量制 東近江市 45L・245円/30枚 0.18円 なし

甲賀市 45L・250円/10枚 0.56円 あり　単純従量制 彦根市 40L・130円/10枚 0.325円 なし

湖南市 45L・250円/10枚 0.56円 あり　単純従量制 高島市 60L・220円/20枚 0.18円 なし

※２　令和5年10月から制度変更されており、表中の記載は変更後のもの。

※１　有料化とは、市町村が一般廃棄物処理についての手数料を徴収する行為を指す。このため、例えば、手数料を上乗せせずに販売される一定の規格を有するごみ袋（指定袋）の使用を排出者に依頼する場合については、「有料化」
に該当しない。（令和4年3月一般廃棄物処理有料化の手引き）



ごみ袋のサイズごとの使用状況

アンケートでは、世帯人数に関わらず大袋（45ℓ）、中袋
（30ℓ）、小袋（20ℓ）の順で、使用されているケースが多い
結果となりました。
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大袋（４５ℓ）

中袋（３０ℓ）

小袋（２０ℓ）

無回答

回答項目 回答数 割合

大袋（４５ℓ） 606 51.0%

中袋（３０ℓ） 408 34.3%

小袋（２０ℓ） 152 12.8%

無回答 23 1.9%

合計 1189 100.0%

センターごみ指定袋について（使用サイズ）

世帯数

45

163

132

124

63

35

26

4

44

144

103

59

23

9

8

3

38

55

28

15

8

0

1

0

3

9

4

3

2

0

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人

２人

３人

４人

５人

６人
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８人以上

大袋（４５ℓ） 中袋（３０ℓ） 小袋（２０ℓ） 無回答



使用されるごみ指定袋へのごみを入れる量

可燃ごみ収集量が減少傾向であることから、ご
み袋いっぱいに入れられていない方が多いので
はと予想していました。

結果、ごみ袋いっぱいに、ごみを入れて出され
る方が60％と一番多い結果となりました。袋の
サイズに応じたごみを出されているなかでも、
収集量の推移から見ても排出抑制は働いている
ものと考えられます。

センターのごみ指定袋について（容量）28

つねに満タン

少し余裕がある

かなり余裕

がある

無回答

回答項目 回答数 割合

つねに満タン 715 60.1%

少し余裕がある 410 34.5%

かなり余裕がある 26 2.2%

無回答 38 3.2%

合計 1189 100.0%



ごみを出す回数

センターのごみ指定袋について（ごみ出し回数）29

毎回

毎回か週１回（不

規則）

週１回

２週間で１回程度

月１回
無回答

回答項目 回答数 割合

毎回 497 41.8%

毎回か週１回
（不規則）

282 23.7%

週１回 242 20.4%

２週間で１回程度 135 11.4%

月１回 2 0.2%

無回答 31 2.6%

合計 1189 100.0%

ごみを出す回数

週2回出される方が一番多く、次いで週2回または週1回との結
果でした。一方、週1回というケースも20％あることから、全
ての世帯が必ずしも週2回、可燃ごみを出されているわけでは
ないことが得られました。
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センターのごみ指定袋について

負担割合とごみ収集実績について

令和4年度の負担割合は17.5％となっていま
すが、有料化導入前の平成18年度と比べてもご
みの収集量は減少しており、単純従量制度の効
果は保たれていると分析しています。

住民アンケートにおいて、「ごみ指定袋の販
売価格には、ごみ処理費用の3分の1程度の負担
が含まれていること知っていますか」との設問
に対し、回答があった1,189件のうち702件の
59％がごみ処理手数料の負担を知らなかったと
の回答でした。

ごみ指定袋制度について広域だよりをはじめ、
アプリ、公式ＬＩＮＥも活用し、ごみ減量に繋
げられるよう周知を進めます。

回答項目 回答数 割合

知っていた 469 39.4%

知らなかった 702 59.0%

無回答 18 1.5%

合計 1189 100.0%
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指定袋の価格について

ごみ袋の価格は、住民の協力が得られるように、受
容限度額を超えないよう考慮する必要があります。

アンケートの「施設維持経費の増大や、燃料費の高
騰といった要因から、費用負担は5分の1程度になっ
ています。現在の指定袋の価格について、どのよう
に感じていますか。」の設問に対して、一番多かっ
た回答は「負担に感じているが、ごみ減量や資源の
有効活用を進めるためにはやむを得ない」が31.7％
でした。

2番目は「ごみ減量や資源の有効活用のためなので、
負担感は許容範囲内である」が26.2％でした。

やむを得ない、少し負担に感じる、かなり負担に感
じるの合計は46.8％と全体の半数近くありました。

また県内他市との価格バランスも考慮し、現行制度
を継続し、ごみ減量の目標達成に向け、ごみ減量施
策を検討し実施していきます。

回答項目 回答数 割合

全く負担に感じていない 84 7.1%

あまり負担に感じていない 200 16.8%

ごみ減量や資源の有効活用のためなので、

負担感は許容範囲である 312 26.2%

負担に感じているが、ごみ減量や資源の

有効活用を進めるためにはやむを得ない 377 31.7%

少し負担に感じている 107 9.0%

かなり負担に感じている 73 6.1%

その他 9 0.8%

無回答 27 2.3%

合計 1189 100.0%
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